
 
 

 

 

 

 

中部教育局社会教育担当だより平成２４年９月２８日発行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 平成２４年９月４日（火）北栄町北条農村環境改善センターに

おいて、中部地区社会教育関係者研修会を開催しました。青少年

育成をテーマに３つの実践発表とワークショップに６５名の参

加がありました。 

 

 

 
 

 西郷公民館 牧野紀史館長に、学校と地域の連携のため、公民館がコーディネートしてい

るという実践発表をしていただきました。 

 

約１０年前、放課後の子ども見守り活動を「都合の良いときに都合のつく人が活動する」

という原則を決めて、地域の方の理解を得ながら始めました。 

その原則を大切にしながら、放課後子ども教室や

西郷枕太鼓伝承教室を展開しています。さらに、地

域と子どもが一体となったサラバンダ in 西郷や地

区大運動会。親と子の料理教室や少年キャンプとい

った体験活動。近年では、菜の花プロジェクトへの

協力や学校支援ボランティア事業等学習支援、環境

整備といった学校との連携を深めています。 

原点は、西郷地区の子どもの思いやり、感謝の心
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を育み、地域の良さを知って欲しいということです。子どもと関わるなかで、例えば、あ

いさつをしてくれたり、感謝の言葉があったり、その成果を感じています。また、活動を

とおして、住民の学校理解も深まり、住民自身の生きがいと自己実現につながっていると

思います。しかし、高齢化が進み、活動が難しくなる方もあります。人材の確保は、今後

も課題として有ると思います。 

 

 

 
 

 古布庄地区公民館の御古公民館主事に公民館の

学習者に指導者やボランティアになっていただき

ながら、青少年育成を進めているという実践発表

をしていただきました。 

 

古布庄地区公民館では、「チャレンジ古布庄」と

いう取組をしています。ねらいは、学校、家庭、

地域が連携して「心豊かでたくましい子どもを地

域で育む」ということです。チャレンジ古布庄に

は、「わくわくサタデー」と「かせいち楽校」の活動があります。 

「わくわくサタデー」は、体験を中心とした土曜日の活動で、一向平森林保全協会など

地元の専門家と協力しながら、ネイチャーゲームや炭焼き体験、カヌー体験などを行って

います。「かせいち楽校」は、古布庄小学校を会場として、全児童が参加する水曜日の放課

後活動です。各集落の高齢者クラブの方とグラウンド・ゴルフをしたり、公民館の茶道サ

ークルの方からお茶を習ったり、折り紙サークルの方から折り紙を習ったりしています。

公民館まつりでは、子どもたちのお点前や作品として披露されています。 

成果としては、地域と小学校の交流が広がり、安全パトロールや学校支援ボランティア

の活動につながったことが挙げられます。今後の大きな課題としては、小学校の学校統合

がありますが、地区を越えた関係づくりに努めていきたいと思います。 

 

 

 
 

湯梨浜町の放課後子ども教室「ながせキッズクラブ」代表の松原厚子さんに、ボランテ

ィアを中心とした子どもの体験活動の実践発表をしていただきました。 

 

放課後子ども教室「ながせキッズクラブ」は、他の地域と比較して遅れて立ち上がりま

した。羽合小学校区には、６つの地区公民館があり、施設の規模も小さいため、小学校区

を対象とした放課後子ども教室の実施は困難だ

と考えていました。しかし、地区毎に実施してい

る他の例を聞き、長瀨地区でもと考え、保護者を

中心として公民館と連携し組織を立ち上げまし

た。ボランティアの募集は、自分自身がＰＴＡの

経験が長いこともあり、知っている保護者などに

一人一人に声掛けをして少しずつお願いしまし

た。 

古布庄地区公民館 御古公民館主事 

ながせキッズクラブ代表 松原さん 



活動内容は、お寺での宿泊体験や、手芸、サツマイモづくり、「泊クラブ」など他地区の

放課後子ども教室との交流など様々に展開しています。ボランティアで参加してくれた方

の特技を活かすほか、スポーツ推進委員や食生活改善委員の方等にも協力をいただいて活

動しています。課題としては、最近の子どもは本当に忙しく、日程調整の難しさが挙げら

れます。また、ボランティアの掘り起こしも、今後の課題となると思います。 

 

 

 
 

 最後に青少年育成のなかでも取組がなかなか進まないテーマ「中学生・高校生を巻き込

んだ公民館活動、地域活動で大切にしたいこと」について湯梨浜町教育委員会 阪口亜矢

子主事の司会でワークショップを行いました。 

 自分の地域の実践例を出しあって、協議を行いました。「中・高校生に魅力的な事業は何

か」も重要かもしれないが、「大人が支援し、中・高校生の自主性、自立を促す活動」が大

切であることを再確認した研修となりました。 

 

  
 

 
 

 平成２４年１１月１３日（火）に琴浦町のまな

びタウンとうはくにおいて、中部地区生涯学習

実践研究交流会を開催します。 

 

「家庭教育を考える」テーマに公民館のサー

クル活動、ＰＴＡ活動における家庭教育の実践

事例を発表していただき、分科会で考えます。 

 

また、基調講演の講師 今村隆信さんは、小学

校教員の出身で、福岡県教育庁社会教育主事、

国立社会教育研修所研修主事、青山学院大学非

常勤講師、文部省生涯学習審議会特別委員など

を歴任し、市立小学校長を経て、現在は私立小

学校長です。 

学校教育からの視点も、社会教育からの視点

も含めて広い視野で家庭教育について語ってい

ただきます。 

青少年育成への思いを共有しました ユニークな発表も多くありました 



 
 

 

鳥取県社会教育振興大会が、平成２４年１０月２４日（水）

に倉吉未来中心を会場として開催されます。この振興大会

のみどころを３つ挙げたいと思います。 

 

九州女子大学 大島まな准教授をお迎えし、「社会

教育における家庭教育支援のあり方」と題して基

調講演があります。よく家庭教育支援は、取り組

みが難しいといわれます。そのヒントになる講演にな

ると思います。 

 

各市町村の実践発表が３つの会場に分かれて行

われます。中部地区からは、三朝町が社会教育委

員の取組を『地域住民の声を社会教育行政に』と

題して発表されます。 

また、湯梨浜町は公民館のこれからの夢を語る発表『と

りんどるさんにまけんでーきてごしなれ』を予定してい

ます。どちらも魅力的な発表になると思います。 

 

倉吉市、北栄町、琴浦町の３つの市町は、パネル

展示を行います。倉吉市は「生涯学習講座」、北

栄町は「北栄ゆら由良
ゆ ら

川くだり 2012」、琴浦町は

「子ども読書活動の推進」です。パネルという限られ

たスペースの中、どうやって事業の魅力を参加者に伝

えるのか、担当者の腕の見せ所です。 

 

 鳥取県社会教育振興大会は、県内の全市町村と県が関わ

り、スタッフが協働しながら開催されます。県内の取組を

知る良い機会です。御参加ください。 
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【あとがき】 

とっとり県民の日は、９月１２日でした。いつのまにか過ぎ

ていて、ちゅうぶくんのネタに使いそこねてしまいました。秋

の夜長は読書に良いといわれますが、わたしは、ちゅうぶくん

と同じように、しっかり睡眠に使いたいと思います。（大本） 
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